南太平洋 科學 風土記 



海 野 十三 (佐 野昌 一 ) 



は 次第に 靜 かにな つた。 さう して 船醉 して ゐた 連中 も 

やっと ベッド 〔# 「ベ ッド」 は 底本で は 「ベ ット匕 から そ 

ろく 起 上り 始めた。 たまに は サロンの 長椅子に 出て 

來る やうに もな つた。 かう して、 内地 を 離れて 五日 振 

りで やう やく 彼等 は船醉 から 一 先づ 解放され たので あ 

つた。 それから 南洋の 或る 港に 着く まで その 人た ち は 

再び 船醉 をし な いで 濟んだ やうで ある。 ， J の やうな 苦 

しみ を 一度 經驗 して 馴れて しまへば、 その後 はたと へ 

船醉ひ をしても 比較的 樂 になる らしい。 

船醉 のこと について 私 は出發 前に これ も 一 つの 準備 

と 思 ひ、 永く 海の 生活 をして ゐられ たことの ある 先輩 



「船 醉を しないお 呪 ひとい ふの はかう いふ ことです、 

つまり 自分 は 決して 船に 醉 はない と 信ずる ことで ある _ 

別の 言葉で 言へば、 自己 催眠 を 掛け、 自分 は 船に 醉は 

ない ぞと 自分 を 信じさせる ことです、 これが 一番よ く 

效 きます」 と 言 はれた。 

私 はこれ を聽 いて 非常に 感心した。 これ は單 なる 迷 

信の 部類に 屬す るお 呪 ひで はない、 非常に 科 學性を 持 

つたお 呪 ひで ある。 成程 これ は效く かも 知れない と 私 

は 思った。 これ を 要するに、 絶對に 船に 醉 はない と 信 

ずる ことによって 船に 醉 はないで 濟む わけで ある。 か 

うい ふこと はよ く 平常 も經驗 する のであって、 僅か 幅 



に 白い 波頭が 幅廣く 縁取って をる のは實 に美觀 である。 

かう いふ 緑青 を 溶かした やうな 青い 海 は 南洋から 始ま 

り 赤道 を 越え、 さらに 南下して ビスマルク 諸島、 ソロ 

モン 群島、 ニュ ー ギ ニヤの 方面まで ずっと 續 いて ゐる 

ので ある。 

私 はニュ —ブリ テン 島の ラバウル 港で、 海の 中に 安 

全 剃刀の 匁 を 落して しばしば 樂ん だ。 舷に 立って 安全 

剃刀の p!j を ぼ とんと 海に 落す ので ある、 さう すると そ 

の 安全 剃刀の 匁 は 白く 光って 海面に 落ちてから その 

ま、 靜 かに 海中へ 沈んで いく、 それが 何時までも いつ 

まで も きら きらと 銀色 に 光って 見え てゐ るの だ。 ラバ 



ウル 附近 は相當 水深が あるので あるが、 安全 剃刀の S 

は なかなか 底に 達しない、 私 は 時計 を 出して 時間 を 計 

つたこと があった けれども、 安全 剃刀の » が 見えな く 

なる までとても 時計 を 見て ゐる のが 退屈に なった ほど 

である。 

しかし 南太平洋に 於て、 海岸から 入江に なって、 奥 

の 方へ 河が 續 いて ゐるゃ うなと ころで は、 海の 色 はか 

なり 濁って をる。 あちらの 方の 河 は 美しい 清らかな 海 

と は 違って 泥水であった。 その 河 も 非常に 緩 かな 河で 

あるが、 それが 泥水 を 浮べて 入江から 海岸の 近く を褐 

色に 濁らして をる。 さう いふと ころに は 魚の 子 共が 非 



常に 夥しい 大群 を 成して 集って をる。 魚の 黒い 背が さ 

うい ふところの 海の 色 を さらに 黒くする。 

船の 上から は 今 申した やうな 透明な 海水 を 通じて 海 

底の 模様が よく わかった。 珊瑚礁が 下の 方から 黒い 影 

をして 〔# 「影 をして」 は ママ〕 盛リ上 つて をる ところ も 

よく 見えた し、 もっと 淺 くなる と 海の 底が 太陽の 光で 

白く 光って 見え、 そこに 菊 目 石の やうな 白 珊瑚の 固リ 

や、 枝 を 成した 白 珊瑚な どがまる で 林の やうに 美しく 

海底に 咲 亂れて をる のがよ く 見えた。 また その 珊瑚礁 

の 間に は眞 黒な 海鼠が くつ 附 いて ゐ たり、 海膽 の やう 

な ものが へばり 附 いて ゐ たり、 又 大きな 五本の 指 を 伸 



した こと を覺 えて ゐる。 

その 翌日に なった。 三日 目 だ。 

甲板へ 出て 見る と 風が 生温 かく ぼか ぼかして 來 る。 

まさしく 陽春 四月 ごろの 陽氣 だ。 直射日光が 暑くて 額 

が 汗ばむ。 

丁度 海の 色 は 藍色に 變 つて 美しかった。 

午後 はとても やりきれな いので 冬 シャツ をた うとう 

脱いで しまった。 さう して 服 は 冬の 背廣 だが、 下着の 

シャツ を クレップの 薄い ものに 換 へた。 

やがて その 曰 も 暮れた。 今夜 は 部屋に スチ ー ムは通 

ら ない。 それで 丁度 好い 氣持※ 〔# 判読 不可、 103- 下^ U 



り ももう 一度 低くて、 二十 八 度で ある。 水温が 攝氏ニ 

十六 度。 その 以上 〔# 「その 以上」 は ママ〕 になる と、 船 

から 絲を 降ろして 囵の 餌を附 ける と 魚が 喰 ひつく とい 

ふ 話であった。 艫の 方に 行って 見る と、 成程 その 絲が 

引 張って ある。 暫く 見て ゐ ると 本當に 魚が 喰 ひついた _ 

しいら とい ふ 魚 だ。 色の 黄い ろ いなんだ か 西洋 鋸 の や 

うな 魚で ある。 

みんなの 顔が 相當 黒くな つ た 。 

それから 先 は 次の 日 も、 又 その 次の 日 も 同じ ことで 

ある。 到頭 暑さの 絶頂に 來 たの だ。 

風が 舳 先から 吹いて ゐる時 は 甲板に ゐても 非常に 凉 



しいが、 風が 變 つて 船の 後から 吹く と、 甲板に ゐても 

風が あまり 吹かない。 そのと きの 蒸し暑い ことと いつ 

たらない、 まるで 夕 ffl の 中に ゐる やうな 氣 がする。 私 

は 一生懸命に 扇子 を 使ったり、 又 サロンへ 逃げて 扇 風 

機に 當 つたり する。 しかし その 風 も、 風が 當 ると いふ 

だけで、 生温 かい。 凉を 求めて さっぱり 凉を 得られな 

いので 段々 腹が立って 來る。 船室で 辛抱して 寢てゐ た 

が、 どうに も 我慢が ならない。 

そこで 到頭 一 つの 企を考 へた。 それ は 毛布 を 持って 

甲板に 寢る ことで ある。 これ はいい 考 へだと いふので、 

仲間の 者が みんな それ を眞 似して、 毛布と 枕 を 持って 



の バスの 中は鹽 湯だった。 石鹼を 溶かしても 一 向 溶け 

ない あの 鹽湯 である。 

しかし この 時には 私 はもう 大分 鹽 湯の 扱 ひに 馴れて 

ゐた。 眞水を 使っても、 小さな 桶に 三 杯 使へば 充分で 

あった。 これ は戰 線に 於て 長い間 巡洋艦な どに 乗って 

をって 貴重な 眞 水の 使 ひ 方 を 充分 會 得した 爲 であった。 

船が 愈 M 内地へ 近付き、 もうあと ー晚 である 港に 入 

ると いふ 夜、 眞 水の 風呂が たてられた。 この 時ば かり 

は 文字通り 蘇生の 思 ひがした。 何しろ 往 きと 違って、 

歸リ には戰 地で 得た 皮膚病が 猛烈に ひどくな つて をつ 

た。 水虫 はい、 藥 があって うまく 治して ゐ たが、 當時 



第 何回 目 かの 汗疣に 罹って ゐ たし、 もっと 困った こと 

に はいん きん は 非常に ひどくな つて ゐた。 おまけに 戰 

地で どこから 得た か、 田虫まで 背負 ひこんで、 身體の 

方々 に 赤い 輪が 出来て ゐた。 さう いふ 状態で 鹽 湯に つ 

かるの は樂な ことではなかった。 

序で だから 言 ふが、 ， J の 頑固な 皮膚病 も 内地 へ 着い 

て 四 五日 温泉に 入ったり なぞして ゐ ると、 けろ けろ つ 

と 治って しまった。 

軍艦に は バスが ある。 われわれ は 士官 用の バスに 入 

つた。 毎日 缺 かさず 入った が、 有難い ことに 眞 水の 風 

呂 であった。 但し バスの 中に 入って をる 湯の 分量 は 非 



ける。 それから 手拭で ごし ごし 石鹼を 揉んで 身 體を洗 

ふ。 その 石鹼 水が 身 體を傳 つて 段々 足から 洗濯 ものの 

上に 落ちて 滲み込んで いく。 

かう すると 身體を 洗ふ爲 の石鹼 は石鹼 水と な つ て 洗 

濯 もの を たっぷりうる ほす。 身 體を洗 ひ 終ったら 愈々 

洗濯に かかる わけ だが、 洗濯 もの はさつ き 言った やう 

にす つかり 石鹼で 濡れて ゐる。 一 番上 にある 洗濯 もの 

を兩 手で，、 - J し，) J し 揉む。 その 時に 石鹼の 泡が 立って 下 

に 落ちる が、 それ は石鹼 水が これから 洗濯す る 汚れ も 

のの 上に 落ちる ので ある。 

かう して 次々 に 洗濯 もの を 揉んで いけば、 最後まで 
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